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「ブラディオン」の測定試薬開発およびその事業化連携について 
 
アルフレッサ ホールディングス株式会社の完全子会社である、医薬品等製造事業を行うアルフレッ
サ ファーマ株式会社（本社：大阪市、代表取締役社長：久禮哲郎）は、癌の分子マーカーとして早期
検出・治療薬ターゲットとなる「ブラディオン」の測定試薬開発に本格的に着手いたしましたのでお
知らせいたします。 
 

記 
 
１．開発に至った経緯 
現在、癌は日本人における死亡率第一位の疾病であり、その早期発見および治療は重要な課題とな
っています。ブラディオンは、大腸癌、前立腺癌等、特殊な癌細胞の標的酵素として、独立行政法人
産業技術総合研究所および東海大学医学部の共同発見物質です。 
その後、ブラディオンプロジェクトリーダーの田中真奈実博士（産総研バイオニクス研究センター
内および東海大学医学部教授）を中心にブラディオンの遺伝子構造、蛋白質組成が解析されるにつれ、
発癌や癌の進行との関係を解明し、その成果を治療も含めたトータル制御システムへと応用しつつあ
ります。 
アルフレッサ ファーマ株式会社では、この基礎解析に基づき、ブラディオンをマーカーとした測定
試薬の開発について基礎検討を進めてまいりましたが、このたび本格的に取組むことにいたしました。 
 
２．ブラディオンの特徴 
ブラディオンは、近年日本において患者が増加している大腸癌や前立腺癌等の患者の癌細胞におい
て特異的に造られ、癌の増殖に深く関与していることや、アルフレッサ ファーマ株式会社における基
礎検討により癌患者の血液中に存在し健常者血液中には存在しないことが解りはじめました。これは
ブラディオンが特定の癌細胞のみで生成されることによります。 
 
３．アルフレッサ ファーマ株式会社の取組み 
 アルフレッサ ファーマ株式会社は、金コロイド法を測定原理とする便潜血検査試薬、腫瘍マーカー
等の試薬開発、製造、販売を行っており、ブラディオン測定試薬におきましても同技術により開発を
行います。金コロイド試薬は種々検査機器への適用が可能であり、短時間で結果が得られることから、
ブラディオン測定試薬の製品化により、癌の早期診断、早期治療の開始や、癌の進行度、癌治療のモ
ニタリング等への利用が期待されます。 
アルフレッサ ファーマ株式会社は、このような開発によって、21 世紀の医療システムのかなめと
なる、分子マーカー医療に積極的に取組みます。また、広く癌検査薬をみなさまに還元することで、
一層の健康増進プログラムの充実に貢献します。なお、臨床研究には、東海大学医学部を始め、秋田
大学医学部、佐賀大学医学部、防衛医科大学校など、多数の最先端医療実施機関と連携し、成果の充
実を図ってまいります。 
 

以上 


